
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ

　
1
0
月
2
5
日
、
乙
部
町
公
民
館
講
堂
で
つ
く
し
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
園
児
9
0
人
が
一
生
懸
命
練
習
し
た
お
ゆ
う
ぎ
や
歌
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど
を
た
く
さ
ん
の
家
族
が

見
て
い
る
中
で
披
露
し
ま
し
た
。

　
か
わ
い
ら
し
い
園
児
た
ち
の
姿
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

平
成
27年

12№556



　

十
一
月
三
日
、
富
岡
地
区

で
乙
部
町
町
制
施
行
五
十
周

年
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
幡

宮
輝
雄
檜
山
振
興
局
長
と
春

山
邦
明
檜
山
森
林
管
理
署

長
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
顧
問
の
大
村

幸
雄
氏
、
大
坂
裕
康
乙
部
町

議
会
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、

約
八
十
人
が
参
加
し
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
乙
部
村
か
ら

乙
部
町
と
な
り
五
十
周
年
を

迎
え
た
今
年
、
記
念
植
樹
日

現
在
で
満
五
十
歳
の
方
や
、

新
婚
夫
婦
、
新
成
人
の
本
年

に
祝
い
事
の
あ
っ
た
方
な
ど

を
参
集
し
、
記
念
植
樹
を
す

る
こ
と
で
幸
福
や
町
の
発
展

を
願
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

今
回
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
か
ら
苗

木
な
ど
の
事
業
費
の
一
部
を

二
〇
一
五
年
度
北
海
道
応
援

基
金
に
よ
り
助
成
を
頂
き
な

が
ら
本
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。　

　

桜
や
ヒ
バ
、
カ
ツ
ラ
の
苗

木
二
百
四
十
本
が
用
意
さ

れ
、
原
田
明
彦
檜
山
振
興
局

森
林
室
長
に
よ
る
植
樹
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
に
、

参
加
者
ら
は
一
本
一
本
て
い

ね
い
に
植
え
、
う
っ
す
ら
と

汗
を
か
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

思
い
を
込
め
て
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

　

満
五
十
歳
を
迎
え
た
方
と

新
婚
夫
婦
、
新
成
人
に
は
自

分
が
植
え
た
苗
木
が
わ
か
る

よ
う
に
、
自
分
の
名
前
が
書

か
れ
た
木
札
も
配
ら
れ
苗
木

の
前
に
一
緒
に
立
て
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
町
制
施
行

五
十
周
年
記
念
植
樹
の
標
柱

と
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
標
柱
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
自
分
が
植
樹

し
た
木
の
成
長
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し

み
で
す
」
と
期
待
を
込
め
て

い
ま
し
た
。

　

立
派
に
根
を
張
り
、
五
十

年
、六
十
年
と
年
輪
を
重
ね
、

豊
か
な
森
が
広
が
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

町制施行50周年記念植樹
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十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
税
を
考
え
る
週
間
の
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
税
に
関
す
る
書

道
展
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生

が
素
晴
ら
し
い
作
品
を
書
き
上

げ
、
町
民
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

江
差
税
務
署
長
金
賞

　

井
田　
　

樹
（
乙
部
小
六
年
）

　

中
澤
香
里
奈
（
栄
浜
小
三
年
）

　

近
藤　

柚
美
（
明
和
小
四
年
）

江
差
地
方
法
人
会
会
長
銀
賞

　

寺
島　
　

愛
（
乙
部
小
五
年
）

　

井
田　

梓
和
（
乙
部
小
四
年
）

　

野
澤　

光
希
（
乙
部
小
三
年
）

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
共
催
に
よ
り
中
学
生
を

対
象
に
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
乙
部
中

学
校
生
徒
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
江
差
税
務
署
長
賞

　

寺
島　

希
咲
（
乙
部
中
三
年
）

　

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
（
安
澤

竹
士
楼
会
長
）
活
性
化
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
危
険
物
に
対
す
る
理
解

知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
平
成

二
十
七
年
度
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
乙

部
小
学
校
の
一
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

記
念
品
・
参
加
賞
の
贈
呈
が
十
月

二
十
八
日
に
乙
部
小
学
校
に
て
行
わ

れ
、
受
賞
し
た
児
童
に
記
念
品
が
、

協
力
し
て
く
れ
た
児
童
全
員
に
参
加

賞
が
安
澤
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
画
題
　
消
防
自
動
車
】

　

会 

長 

賞　

敦　

賀　

彩　

音

　

副
会
長
賞　

小
笠
原　

佳　

泉

　

監 

事 

賞　

田　

畑　

玲　

翔

　

優 

秀 

賞　

水　

上　

桜　

佑

　

優 

秀 

賞　

津　

田　

玲　

月

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
事
業

平
成
二
十
七
年
度
危
険
物
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

姫
川
自
治
会
で
十
一
月
一
日
、
災

害
発
生
時
の
避
難
所
の
行
動
を
想
定

し
た
「
地
域
防
災
訓
練
」
が
姫
川
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
四
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
自
治
会
が
自
主

的
に
行
い
、
乙
部
町
で
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
姫
川
地
区
が
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
担
う
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
炊
き
出
し
を
行
い
、
防

災
講
話
を
通
し
て
自
然
災
害
へ
の
感

心
を
高
め
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
で
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

六
十
人
分
が
作
ら
れ
、
食
材
は
持
ち

寄
り
で
は
な
く
実
際
に
購
入
し
、
費

用
と
時
間
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

防
災
訓
練
を
通
し
、
助
け
あ
い
の

意
識
や
自
分
に
で
き
る
備
え
を
学
ん

だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
書
道
展

税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

税
に
つ
い
て
書
や
作
文
か
ら
理
解
を
深
め
る

危
険
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

姫
川
地
区
避
難
訓
練
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十
一
月
八
日
、
公
民
館
で
乙
部

町
健
康
づ
く
り
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

健
康
づ
く
り
顕
彰
で
は
虫
歯
ゼ

ロ
の
生
徒
や
幼
児
が
表
彰
さ
れ
、

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
生
田

晃
吉
会
長
か
ら
メ
ダ
ル
や
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
保
健
師
か
ら
「
数

字
で
見
る
乙
部
町
の
健
康
」
と
し

て
、
乙
部
町
に
多
い
病
気
や
健
診

の
受
診
率
等
の
報
告
が
さ
れ
、
生

活
習
慣
に
気
を
つ
け
る
よ
う
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

地
区
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

の
活
動
報
告
で
は
緑
町
一
、旭
岱
、

滝
瀬
の
各
地
区
の
特
徴
や
活
動
内

容
を
報
告
し
、
自
分
た
ち
の
地
区

の
「
め
ざ
す
姿
」
を
探
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
北
海
道
教

育
大
学
函
館
校
准
教
授
の
齋
藤
征

人
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
幸
せ
は

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
～

健
康
・
安
心
・
交
流
～
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
齋
藤
氏
は
、

「
健
康
づ
く
り
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
は
な
く
、
笑
う
こ
と
も
大
切
。

町
内
会
で
の
行
事
で
は
人
数
が
少

な
く
て
も
割
り
切
っ
て
楽
し
み
、

思
わ
ず
行
き
た
く
な
る
互
酬
性
の

高
い
活
動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
、
地
域
住
民
を
つ
な

ぐ
接
着
剤
・
潤
滑
油
は
子
供
で
あ

り
、
世
代
や
文
化
を
超
え
た
交
流

も
勧
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、函
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
の
水
谷
眞
貴
子
氏
と
外
館

静
代
氏
を
講
師
に
、
身
体
や
脳
の

体
操
を
楽
し
み
ま
し
た
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

健
康
づ
く
り
交
流
会

　

平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
乙
部

町
議
会
副
議
長
の
林
義
秀
氏
（
姫

川
・
七
十
三
歳
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

林
氏
は
、
平
成
三
年
五
月
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
七
期
二
十
四
年

に
わ
た
り
、
乙
部
町
議
会
議
員
と

し
て
、
乙
部
町
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

と
総
務
民
教
常
任
委
員
会
委
員
長

　

乙
部
町
美
化
運
動
推
進
協
議
会

（
福
士
勝
義
会
長
）
が
住
民
活
動

実
践
功
労
者
檜
山
振
興
局
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
住
民
運
動
の
推
進

に
よ
っ
て
地
域
社
会
並
び
に
道
民

生
活
の
発
展
向
上
に
寄
与
し
た
団

体
等
を
表
彰
し
、
地
域
住
民
の
連

帯
と
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乙
部
町
美
化
運
動
推
進
協
議
会

右
か
ら
幡
宮
檜
山
振
興
局
長
、

福
士
会
長
、
寺
島
町
長

等
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
五
月
か
ら
乙
部

町
議
会
副
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議

長
を
補
佐
し
、
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
優
れ
た
力
腕
を
発
揮
し
、
秩

序
あ
る
町
づ
く
り
を
信
条
と
し
て
、

熱
意
を
も
っ
て
町
理
事
者
に
具
申

し
、
自
治
の
育
成
と
地
域
発
展
に

尽
力
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

は
、
自
治
会
町
内
会
、
地
区
の
婦

人
会
な
ど
の
団
体
で
構
成
さ
れ
、

明
る
く
、
住
み
よ
い
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
平
成
五
年
か

ら
、
町
内
各
団
体
と
連
携
し
て
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
践
し
、
花

壇
の
管
理
や
道
路
沿
い
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
置
く
な
ど
景
観
形
成
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

林
義
秀
氏
が
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
評
価
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目に見える汚れを
流水で流します

感染予防に
手を

洗いましょう！

石けんを泡立て
ます

親指から順番に
一本ずつ

手首

泡と汚れを
流水で流します

個人用タオルまたは
ペーパータオルで
しっかり拭きましょう

手のひら

手のこう

指先
指の間

正しい手洗いの方法

感染した場合の注意点

吐物・下痢便の正しい処理の方法

①新聞紙や捨て
てもよい布な
どで、汚物を
広げないよう
にふきとる

②消毒液（作り
方は右に）を
ティッシュな
どにしみこま
せてふきとる

③ビニール袋に入れて
口をしっかり結んで
捨てる

※処理後は必ず手洗いを…

※ゴム手袋、マスクなどして素手
でさわらないように…

①おう吐物の処理

塩素消毒

②汚れた衣類
などは塩素
系漂白剤な
どで消毒し
ましょう。

③ド ア ノ ブ、
トイレの便
座なども消
毒液で消毒
を

消毒液の作り方

用意するもの
①空の 500ml ペットボトル
②塩素系漂白剤（「混ぜるな危険」
「次亜塩素酸ナトリウム」等と書
いてあるもの）

ペットボトルのキャップに、②を１
杯とり①に入れ、水を加えていっ
ぱいにする。

※金属はさびることがあるので10
分後に水ぶきをしましょう。

泫　間違えて飲まないように注意！

　ノロウイルスの感染による胃腸炎（嘔吐・下痢・腹痛など）の流行のピークは12月～1月です。
　ノロウイルスは多くの場合、ウイルスに触れた人の手を介して感染が拡大します。感染を予防するためには、

“手洗い”が基本です。毎日の手洗いで感染を予防しましょう！
　また、吐物・下痢便の正しい処理をすることで感染を最小限にとどめる事ができます。

 　特に小さなお子様や高齢者は、脱水症状を起こしや
すいので、症状が続き水分が摂れない場合には受診し
ましょう。
 　通常、症状は２～３日で軽快してきますが、発症し
てから１週間くらいは人に感染させてしまう可能性が
あります。症状がおさまっても３日間くらいは家で様
子をみてください。

★ 塩素系漂白剤：ハイター、ブリーチ、ミルトンなど
★ ウイルスは乾燥すると空気中に漂い、これが口に入っ

て感染することがあるので、吐物や便は乾燥しない
うちに処理し、処理したあとは十分に換気しましょう。

ノロウイルスによる感染を予防しましょう！

　平成２５年３月３１日までに、任意接種として市町村の助成により、ヒトパピローマウイルスワクチン、ヒ
ブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンのいずれかを接種した方のうち、接種後に何らかの症状が生じ、医療機
関を受診した方は、接種との関連性が認定されると、医療費・医療手当てが支給される場合がありますので、
お心当たりのある方は、下記までご連絡ください。

＜相談・お問い合わせ先＞
　　乙部町役場町民課保健衛生係　　電話：６２－２３１１

～お知らせ～
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冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
産
業
活

動
と
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
重

要
な
施
策
で
す
。
町
内
の
道
路
除
雪

は
、国
道
（
２
２
９
号
線
）、道
道
（
乙

部
厚
沢
部
線
、
乙
部
港
線
、
旭
岱
鳥

山
線
）、
町
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
道
は
、
主
要
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
を
優
先
的
に
、
す
み
や
か
に
除

雪
作
業
を
行
い
、
安
全
な
通
行
が
で

き
る
よ
う
町
内
を
５
地
域
に
区
分
し
、

除
雪
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

除
雪
範
囲
が
広
い
た
め
、
多
少
時

間
が
遅
く
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
の
除
雪
は
、
通
常
行

い
ま
せ
ん
の
で
夜
間
走
行
す
る
場
合

は
慎
重
に
運
転
願
い
ま
す
。

　

町
道
の
除
雪
地
域
区
分
、
連
絡
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

乙部町内の
除 雪 計 画
◆家のまわりの雪を道路に出すことは、

路面状況が悪化し、事故の原因にもな
りますので、絶対にやめましょう。

◆道路を広く除雪できるよう車の路上駐
車はやめてください。

◆みんなで歩道の除雪に協力し、道路を
広く使えるようにしてください。

◆歩道への車両等乗り入れのため縁石の
前面に木材や三角形の金物をおいてあ
るのが見受けられますが、除雪機械の
故障あるいは事故の原因になりますの
で、歩道外へ撤去してください。

◆歩道上にゴミ箱等が置かれていますと、
歩道除雪の支障になりますので、移動
してください。

◆市街地の排雪地として国道姫川橋上流
　右岸姫川堤防敷地を指定しましたので
　ご利用下さい。

１.	 滝瀬 ･元町 ･緑町 ･館浦･･･････････林組（☎６２－２１３１）
　　緑町 ･館浦（歩道）･･･････乙部振興公社（☎６２－２３９１）
２.	 姫川 ･旭岱･･･････････････････････林組
３.	 千岱野 ･富岡･･･････林組、乙部振興公社
４.	 鳥山 ･栄浜 ･元和（可笑内を除く）
　　　　　　　　　･･･････････････大坂建設（☎６２－２９３６）
５.	 元和（可笑内）・三ツ谷 ･潮見 ･花磯 ･豊浜
　　　　　　　　　･･･････････････明石建設（☎６３－２５６８）

国道・道道の除雪に関することは下記におたずねください。
　　国道　北海道開発局函館開発建設部江差道路事務所 （☎ 0139-52-0107）
　　道道　北海道函館建設管理部江差出張所　　　　 （☎ 0139-52-6531）

※詳しいことについては、役場建設課までお問い合わせ下さい。

ご協力をお願いします

排 雪 場 所 の 指 定

除雪の支障となりますので路上駐車はやめてください

除雪地域の区分、連絡先

平成27年度町道除雪計画概要図（地域別）

　

町
の
水
道
は
「
乙
部
地
区
浄

水
場
」、「
元
和
・
三
ツ
谷
地
区

浄
水
場
」（
鳥
山
、
栄
浜
地
区

を
含
む
）「
豊
浜
地
区
浄
水
場
」

の
三
つ
で
供
用
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
水
道
法
で
定

め
ら
れ
た
水
質
検
査
を
毎
月

行
っ
て
供
給
し
て
い
ま
す
。
検

査
結
果
の
詳
細
は
、
建
設
課
水

道
温
泉
業
務
係
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

乙
部
町
の
水
道
の

水
質
に
つ
い
て

〔6〕



12月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

11　29
11　30 1 可燃ごみ

①地区 2 不燃ごみ
②地区 3 可燃ごみ

②地区 4 可燃ごみ
①地区 5

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

男のためのお達者教室
（高ふ 午後1時30分～）

カラダうれしい講座（ボクササイズ）
（ゆ里 午後7時～）

6 7 可燃ごみ
②地区 8 可燃ごみ

①地区 9 不燃ごみ
①地区 10 可燃ごみ

②地区 11 可燃ごみ
①地区 12

休日当番医
道立江差病院

ミニひよこサークル
（交流 午前10時～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後1時30分～）
小児肺炎球菌予防接種

（国保 午後1時30分～）
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後1時～）
ブックスタート

（ケア 午後１時～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

13 14 可燃ごみ
②地区 15 可燃ごみ

①地区 16 不燃ごみ
②地区 17 可燃ごみ

②地区 18 可燃ごみ
①地区 19

休日当番医
乙部町国保病院

合田道人トーク＆
コンサート

（公民 午後３時～）

第４回乙部町議会定例会
（役場 午前10時～）
女性の健康相談

（江保 午後１時～）
こころの健康相談

（江保 午後３時～）

男のためのお達者教室
（高ふ 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

ぴよぴよ広場・すくすく広場・
ひよこサークル合同「クリス
マス会」

（交流 午前10時～）
健康相談

（ゆ里 午後１時30分）

健康相談
（三愛 午前9時～）
（三研 午前9時40分～）

20 21 可燃ごみ
②地区 22 可燃ごみ

①地区 23 不燃ごみ
①地区 24 可燃ごみ

②地区 25 可燃ごみ
①地区 26

休日当番医
厚沢部町国保病院

姫川おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日

（江保）

休日当番医
道立江差病院

天皇誕生日

各小中学校終業式

27 28 可燃ごみ
②地区 29 可燃ごみ

①地区 30 不燃ごみ
②地区 31  1

　 1
 1
　 2

休日当番医
佐々木病院

役場・病院
教育委員会
仕事納め

休日当番医
上ノ国診療所

南部檜山清掃センター
は１月５日まで休業と
なります。

会
場
・
場
所
省
略

(国保) 国保病院 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (姫ふ） 姫川ふれあいセンター

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 (高ふ） 高齢者ふれあいセンター

(豊セ) とよはま地区センター (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (公民) 公民館

(交流) 生きがい交流センター (三研) 三ツ谷研修会館 （役場） 乙部町役場

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み～ 1月19日
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第309号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

十
一
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に

か
け
て
、
公
民
館
と
町
民
会
館
を

会
場
に
第
四
十
八
回
乙
部
町
民
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
、
町
内
外
か
ら
千
三
百
名
を
越

え
る
来
場
者
が
あ
り
、
作
品
展
示

で
は
手
芸
や
写
真
を
は
じ
め
、
書

や
木
工
制
作
品
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
約
千
五
百
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
展
示

の
「
乙
部
回
顧
展
」
で
は
昭
和
時

代
に
使
わ
れ
て
い
た
ち
ゃ
ぶ
台
や

ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
当
時
の
乙
部
の

出
来
事
や
街
並
み
の
写
真
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
懐
か
し
む
よ
う
に
見

学
す
る
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
開
催
し
た
「
こ
ど
も

の
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
館
浦
婦
人

会
読
み
聞
か
せ
の
会
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
と
ア
ニ
メ
上
映
会

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
毎
年
好
評
の

バ
ザ
ー
で
は
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
に
よ
る
軽
食
バ
ザ
ー
や
千
岱
野

漬
物
研
究
会
に
よ
る
漬
物
バ
ザ
ー

を
は
じ
め
、
今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ひ
ま
わ
り
に
よ
る
パ
ン
の
バ
ザ
ー

も
催
さ
れ
、
ど
の
バ
ザ
ー
も
大
盛

況
の
様
子
で
し
た
。
最
終
日
の
芸

能
発
表
で
は
、
六
団
体
十
五
演
目

を
披
露
。
江
差
高
校
の
吹
奏
楽
か

ら
始
ま
り
、
日
本
舞
踊
や
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
郷
土
芸
能
の
豊

浜
三
鹿
獅
子
舞
、
中
学
生
に
よ
る

合
唱
な
ど
、
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
重
ね
て
き
た
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
町
制
施
行
五
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
映
画
「
ペ

コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
の

上
映
会
も
行
わ
れ
、
芸
術
と
文
化

に
親
し
む
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

お
す
す
め
図
書
の
ポ
ッ
プ
を

作
ろ
う
　
入
賞
作
品

　

小
学
生
を
対
象
に
友
達
に
読
ん
で

欲
し
い
お
す
す
め
図
書
の
紹
介
ポ
ッ

プ
（
文
章
と
絵
）
を
募
集
し
、
次
の

通
り
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
全
応
募
作
品
は
町
民
文
化
祭

で
展
示
し
ま
し
た
。

■
乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

「
ぼ
く
の
、
ひ
か
り
色
の
絵
の
具
」

明
和
小
五
年　

板
谷
和
奏

■
乙
部
町
校
長
会
長
賞

「
大
研
究
！
ガ
ム
っ
て
す
ご
い
！
」

　
　

栄
浜
小
二
年　

小
野
奨
太

■
乙
部
町
教
頭
会
長
賞

「
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は
」

　
　

乙
部
小
二
年　

高
島
脩
誠

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
「
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
競
技
の
部
」

　

十
一
月
八
日
・
厚
沢
部
町

【
女
子
の
部
】

準
優
勝　

乙
部
町

い
じ
め
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根

絶
！
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル

　

主
催　

 

北
海
道
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会

【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

教
育
局
奨
励
賞

「�

み
ん
な
仲
良
し
！
い
じ
め
は
だ

め
！
」

明
和
小
三
年　

後
藤 

椿

【
標
語
部
門
】

教
育
局
奨
励
賞

「�

ぼ
く
は
し
な
い�

あ
の
子
の
気
持

ち
が�

わ
か
る
か
ら
」

乙
部
小
三
年　

南
部
谷
蓮
真

「�

や
め
て
い
や
！
ど
う
し
て
そ
の
こ

え�

き
こ
え
な
い
」

　
　

乙
部
小
二
年　

長
尾
美
桜

「�

や
め
な
よ
と�

ゆ
う
き
を
だ
し
て�

い
っ
て
み
よ
う
」

　
　

乙
部
小
二
年　

早
川
朋
希

「�

ネ
ッ
ト
で
も�

心
は
あ
る
よ�

伝
え

よ
う
」

　
　

明
和
小
四
年　

新
谷
果
央

第
二
十
四
回
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

　

十
月
二
十
一
・
二
十
三
日

【
混
成
の
部
】

優
勝　

愛
好
会
Ａ

（
工
藤
勝
仁
・
甲
谷
久
和
・
田
村
純

子
・
吉
川
由
美
子
・
佐
藤
恵
衣
子
）

【
女
子
の
部
】

優
勝　

Ｙ
Ｄ
Ｙ

（
石
塚
京
子
・
藤
井
知
子
・
西
村
梨

那
・
笹
田
美
佐
子
）

文
化
・
芸
術
の
秋
に

～
第
四
十
八
回
乙
部
町
民
文
化
祭
～
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図書室の新刊おすすめ紹介 どさんこ☆子ども地区会議
　１１月７日、檜山合同庁舎において、「どさんこ☆子ど
も地区会議」が開催され、管内の小中高校生１０１名が参
加し、町内からも各小中学校の代表１１名が参加しました。
この会議は、いじめや不登校の問題について、自ら考え行
動することで社会性や規範意識を身に付けることを目的と
しています。始めに、各小中高等学校のいじめ根絶への取
組み発表を聞いた後、グループに分かれて「いじめのない
学校にするために私たちができること」をテーマに意見
交換を行い、参加者全員
でいじめ根絶のためのス
ローガンを決めました。
また、最後には乙部小６
年の工藤菜央さんが参加
者を代表して、「学んだ
事を学校で活かし、友達
にも伝えていきたい。」
と感想を発表しました。

「相手の気持ちを考えて、思いやりをもって
コミュニケーションをとる！」

参加者全員で決めた檜山仲良しスローガン

【 一 般 向 け 】
●鍵の掛かった男 （有栖川 有栖）
●警察庁最重要案件指定　靖國爆破を阻止せよ （八木 圭一）
●居酒屋ぼったくり4 （秋川 滝美）
●下町ロケット2 （池井戸 潤）
●歪んだ時間（冒険の森へ） （集英社）
●童話の謎　本当は戦争の歌だった （合田 道人）
●花燃ゆ4 （小松 江里子）
●朝ドラの55年　全93作品完全保存版 （ＮＨＫ出版）
●人類資金　下 （福井 晴敏）
●娘になった妻、のぶ代へ （砂川 啓介）
●イカの不思議　季節の旅人･スルメイカ （桜井 泰憲）

【幼児・児童向け】
●アメリカン･スナイパー （クリス･カイル）
●狙撃兵ローザ･シャニーナ （秋元 健治）
●ヒマラヤ聖者の太陽になる言葉 （相川 圭子）
●リトルプリンス　星の王子さまと私 （五十嵐 佳子）
●こんなこいるかな10 ～ 12 （有賀  忍）
●おはなしぎょうじえほん　冬 （堀切 リエ）

　

十
一
月
三
日
、
町
民
体
育
館
に

お
い
て
各
少
年
団
間
の
交
流
と
団

員
の
体
力
向
上
を
目
指
し
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
体
力
測
定
会
（
乙

部
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
絡
協
議

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
員
五
十
四
名

が
集
ま
り
、
少
年
団
運
動
適
性
テ

ス
ト
に
準
じ
て
、
立
幅
跳
び
、
上

　

乙
部
町
は
一
九
六
五
年
（
昭
和

四
十
年
）
に
村
か
ら
町
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
に
流
行
っ
た
懐
か

し
い
名
曲
を
聞
き
な
が
ら
、
当
時

の
乙
部
に
思
い
を
馳
せ
よ
う
と
、

町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
文
化
事

業「
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
十
一
月
三
日
、
町
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
日
本
全
国

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

～
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
力
測
定
会
～

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
思
い
を
馳
せ
る

～
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
～

体
お
こ
し
、
腕
立
伏
せ
、
時
間
往

復
走
、
五
分
間
走
の
五
種
目
を
実

施
し
、
測
定
員
と
し
て
父
母
会
が

協
力
し
ま
し
た
。
団
員
達
は
、
日

頃
の
練
習
で
鍛
え
た
力
を
発
揮
し
、

競
い
合
い
な
が
ら
、
ま
た
、
お
互

い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
熱
心
に

体
力
測
定
を
行
う
と
と
も
に
交
流

も
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
体

力
測
定
が
終
わ
る
と
、
一
人
ず
つ

に
測
定
結
果
表
が
渡
さ
れ
、
服
部

一
六
二
市
町
村
で
公
演
を
し
て
き

た
北
海
道
歌
旅
座
が
出
演
。
一
曲

目
に
、中
島
み
ゆ
き
の
代
表
曲「
時

代
」
を
披
露
し
、
曲
に
合
わ
せ
て

当
時
の
乙
部
町
の
風
景
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
懐

か
し
む
よ
う
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
多
数
の
昭
和

の
名
曲
を
熱
唱
し
、
来
場
者
は
一

緒
に
歌
っ
た
り
、
手
拍
子
を
合
わ

会
長
か
ら
「
自
分
の
体
力
の
良
い

所
、
足
り
な
い
所
を
確
認
し
、
今

後
の
少
年
団
活
動
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。」
と
激
励
の
言
葉
を
も
ら

い
ま
し
た
。

せ
た
り
し
な
が
ら
、
会
場
は
ひ
と

つ
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

１月４日（月）10：00～　富岡スキー場オープン（予定）
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外出前に、家の戸締まりを忘れずにしましょう。

　

十
二
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講

習
の
日
程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▽
12
月
10
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
12
月
22
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　12月外来診療日程表 午前8:30 ～ 11:00
午後1:00 ～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

午
前

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

乙
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

厚
沢
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬 佐

々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬 上

ノ
国
診
療
所

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

午
後

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

村
瀬

奈
良

奈
良

野
村

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

野
村

村
瀬

野
村

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

この写真は役場で職場体験を行った江差高校の笹森沙耶さんが撮影しました

ねんきんの窓

　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年所得（※１）が一定額以下の方が申請することで、
国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部を納付しなけ
れば未納期間となります。）
　ただし、失業・倒産・事業の廃止（※２）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納付出
来ない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※３）の写しを添付していただくと、その方の前年所得は審
査対象外となります。
　※１　１月から６月に申請する場合は前々年の所得となります。
　※２　免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
　※３　「雇用保険受給資格者証」　「雇用保険被保険者離職票」　「離職者支援資金の貸付決定通知」など。

　●　申請はお住まいの市（区）町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。
　　　　【申請の際に必要なもの】
　　　　　　　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）
　　　　　　　②印鑑（本人署名の場合は不要）
　　　　　　　③失業していることを確認できる公的機関の証明書（※３）
　　　　　　　④他の市（区）町村から転入された方は、前年の所得証明書（※１）
　　　　　　　　（対象年の1月1日に住所があった市町村でしか発行されません。）

　●　国民年金には、追納という制度があり、10年以内なら免除を受けた期間の保険料を納めることができます。追納
をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。また、免除が承認された期間の翌年度から起算して
３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

☆お問い合わせ・お申込みは役場町民課年金係（電話６２－２３１１）まで☆

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります！

申請者（本人）の前年所得
※１

配偶者の前年所得
※１

世帯主の前年所得
※１

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象
申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。
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12月の診療予定です

飲酒運転は犯罪です。絶対にやめましょう。

道南ドクターヘリについて外来診療体制

整 形 外 科
午前 月から金曜日
（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。	
52-0036	内線112	電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 火曜日

呼 吸 器 内 科 午前 金曜日
午後 木曜日

外 科 午前 月から金曜日
小 児 科 午前 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科 午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科 午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前 1日.2日.9日.10日.15日.16日.24日
午後 9日のみ

眼 科 午前 10日.17日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 2日.9日.16日

皮 膚 科 午前 火曜日（第5週目のみ28日㈪）
神 経 内 科  11日.25日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

年始年末のお休みは12月29日～ 1月3日です。

受 付 時 間 午前･･･	8時00分～ 11時30分	
　　　	（初診の方は、9時00分～）	
午後･･･13時00分～ 14時30分

　ドクターヘリとは、救急医療用の医療機器等を
装備したヘリコプターです。救急医療の専門医お
よび看護師等が同乗して救急現場等に向かい、現
場等から医療機関に搬送するまでの間、患者に救命医療を行うこ
とができる専用ヘリコプターです。
　運航体制は、 救命救急センターを有する市立函館病院が基地病
院となります。ドクターヘリは、格納庫がある函館空港から出動
します。傷病者が搬送される医療機関は、基地病院および函館市
の二次輪番制度に基づいた医療機関、函館市以外の圏域内救急告
示病院となります。
《よくある質問と回答》
Ｑ.ドクターヘリは誰でも呼べるのですか
Ａ. 一般の住民の方からの出動要請はできません。消防機関が傷

病者の重症度等を判断して要請します。
Ｑ.ドクターヘリを要請した場合、費用はかかりますか
Ａ. ドクターヘリの出動および搬送自体の費用はかかりません。

ただし、診療開始から搬送先医療機関への到着までの診療費
用は、医療保険制度に基づき傷病者本人または家族の負担と
なります。

Ｑ.ドクターヘリはどこに着陸するのですか
Ａ. 原則として、学校のグラウンドや駐車場などあらかじめ設定

した離着陸場所（ランデブーポイント）に、消防機関の誘導
により着陸します。緊急の場合は離着陸場所以外に着陸する
ことがあります。

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募集して
おります。５２－００３６（内線２０２）総看護師長 中野（離職
した方でも、正職員として再就職可能です。）薬剤師・診療放射線技
師も募集しております。

 

「特設人権相談所」の開設のお知らせ
　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支局では、
人権週間（１２月４日～１０日）行事のひとつとして、下記
のとおり「困りごと心配ごと特設人権相談所」を開設します。
　人権擁護委員が身近な法律問題や人権問題に関わる様々な
ご相談をお受けし、解決へのお手伝いをさせていただきます。
相談は無料で秘密は守られます。
　なお、日時の都合がつかない、同じ町内で相談しづらいな
どの場合は、他会場でもご相談出来ます。また、法務局江差
支局においては、いつでも人権相談に応じていますのでご利
用ください。（電話５２－１０４８）

●と　き　１２月９日（水）午後１時から３時
●ところ　生きがい交流センター
※当日は、乙部町の人権擁護委員の安岡育男さんと笠原佳子

さんが相談に応じます。

　乙部町以外の日時・会場は以下のとおりです。

林業退職金共済制度（林退共）からのお知らせです
林業の仕事をしていたことはありませんか？

　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受取っていない方を探して
います。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入していたかわか
らない方についてもお調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、各種手続きが

（共済手帳の紛失、退職金の請求書）の必要が生じた場合はできる限りの
範囲において速やかに対応したいと考えておりますので、ご相談下さいま
すようお願いいたします。
＜お問合せ先＞
　独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部
　電話　03-6731-2887

平成２７年度 男のためのお達者教室
～集まれ！６５歳以上の男たちへ～

晩秋の候、皆様いかがお過ごしでしょうか。
今月も男のためのお達者教室を開催いたします。
一緒に体操して、冬を乗り越える元気な身体づくりをしましょう。

（対　象）　　６５歳以上の男性の方のみ
（日　程）　　１２月１６日（水）
（時　間）　　午後１時３０分～３時
（会　場）　　高齢者ふれあいセンター
（講　師）　　運動指導：能代ゆかり氏

開　催　日 町　名 開　催　場　所 開設時間
12月４日㈮ 江 差 町 江差町文化会館会議室 午後1時～ 3時
12月４日㈮ 上ノ国町 上ノ国町役場２階研修室 午後1時～ 3時
12月４日㈮ 厚沢部町 厚沢部町役場第二会議室 午後1時～ 3時
12月４日㈮ 奥 尻 町 奥尻町役場青苗支所 午後1時～ 3時

申し込み・お問い合わせ
乙部町地域包括支援センター

担当　町中、柏谷
電話　６２－５８４５
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編
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町 の 人 口
＝9月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世 帯 数 1,921（- ４）〈+ １〉

人 口 3,990（- １）〈-20 〉
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女 2,153（+ １）〈- ３〉
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気
が
付
け
ば
も
う
師
走
に
入
り
、

つ
い
先
日
ま
で
夏
だ
っ
た
気
が
し
ま

す
。

　

先
日
盛
岡
に
行
く
機
会
が
あ
り
、

盛
岡
冷
麺
を
食
べ
に
焼
肉
屋
へ
。

　

そ
の
焼
肉
屋
さ
ん
で
は
、
す
き
焼

き
の
よ
う
に
焼
肉
に
卵
を
つ
け
て
食

べ
て
い
て
、食
文
化
の
違
い
を
感
じ
、

面
白
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、
飲
み
す
ぎ
食
べ
す
ぎ
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

12月は道民税〈第1期〉国民健康保険税〈第5期〉の納期限です。

　

十
一
月
一
日
付
け
で
、
乙
部
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
安
澤
拓

馬
さ
ん
が
加
わ
り
、
主
に
高
齢
者

の
生
活
支
援
を
担
当
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
さ
わ
や
か
な
印
象
の
安

澤
さ
ん
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
て
き
ま
し
た
。

●
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？

　
「
乙
部
町
出
身
で
、
中
学
生
ま

で
は
乙
部
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
函
館
の
高
校
へ
進
学

し
、
卒
業
後
は
札
幌
に
住
ん
で
い

ま
し
た
」

● 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
「
以
前
は
飲
食
店
で
働
い
て
い

て
、
違
う
仕
事
も
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
き
に
、
親
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
話
を
聞
き
、

地
元
に
戻
っ
て
、
田
舎
に
し
か
な

い
自
然
や
人
柄
を
感
じ
な
が
ら
乙

部
の
力
に
な
り
た
い
、
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
」

● 

主
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま

す
か
？

　
「
生
活
支
援
担
当
と
し
て
現
在

は
主
に
、
乙
部
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら

い
、
高
齢
者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
高
齢
者
宅
へ
訪
問
し
安
否

確
認
や
見
守
り
な
ど
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

●
今
後
の
意
気
込
み
を
ど
う
ぞ
！

　
「
早
く
地
域
に
溶
け
込
ん
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
始

め
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
力
に
な
っ
て
行
き
た

い
で
す
！
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.16

竹
中　

久
子
さ
ん（
83
歳
）緑　

町

菊
地
ス
エ
ノ
さ
ん（
90
歳
）花　

磯

櫻
井　

正
秋
さ
ん（
87
歳
）豊　

浜

深
川　
　

昭
さ
ん（
71
歳
）緑　

町

中
川　

ミ
ヱ
さ
ん（
88
歳
）元　

和

小
田　

洋
市
さ
ん（
79
歳
）姫　

川

西
村　

総そ
う

士し

く
ん
（

玲
奈
・
男
の
子
）
緑
町

10
月
15
日
～
11
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　
和
根
﨑
　
直
樹
さ
ん（
函
館
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　
寺
嶋
三
姉
妹 

代
表 

淡
路
絵
里
佳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
万
円

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

新メンバー加入!!

地域おこし協力隊

生活支援担当

安　澤　拓　馬

　

十
月
三
十
一
日
と
十
一
月
一

日
、
館
浦
温
泉
地
区
の
多
目
的
運

動
場
に
て
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｅ 

Ｃ
Ｕ

Ｐ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ｌ 

２
０
１
５
が

開
催
さ
れ
、
二
日
間
で
選
手
や
保

護
者
な
ど
五
百
人
以
上
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

渡
島
・
檜
山
各
町
の
小
学
一
～

六
年
生
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
な
ど

八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
乙
部
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
は
各
年
齢
別
部
門
全

て
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
―

８
の
部
で
準
優
勝
、
Ｕ
―

10

の
部
で
第
三
位
、
Ｕ
―

12
で
は
見

事
優
勝
し
、
乙
部
の
強
さ
を
見
せ

付
け
ま
し
た
。

　

今
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

で
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ト
は
、
人
工

芝
の
質
の
良
さ
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
広
さ
な
ど
が
好
評
で
、
ま
た
利

用
し
た
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
大
健
闘
!!

能　

代　

貴　

幸
さ

　

ん（
緑　

町
）

芳　

賀　

孝　

代
さ

　

ん（
山
形
県
）

花　

谷　

宣　

美
さ

　

ん（
館　

浦
）

池　

田　

さ
や
か
さ

　

ん（
館　

浦
）

新　

谷　

滉　

一
さ

　

ん（
元　

和
）

明　

石　

麻　

美
さ

　

ん（
豊　

浜
）

　
ご
け
っ
こ
ん

　
　
お
め
で
と
う

〔12〕


